The Alps and the Sublime : Wordsworth and Turner by 岩崎 豊太郎 & Iwasaki Toyotaro
1
アルプス と崇高一 ワーズワス とターナー
岩 崎 豊 太 郎
1.ア ル プ ス
18世 紀 の イギ リスに は、 ピ クチ ャ レス クの趣 味 が 出現 す る以 前か ら、
古典的 な美 の規範 では美 と見な されなか った対象を経験 論の立場か ら美 と
見なす動 きが現われ ていた。 中で も、エ ドマ ン ド・バー ク(EdmundBurke ,
1729-97)は 、崇 高を美 的範 疇 と して、『崇高 と美 の観 念 の起 源 に関す る
哲学的探求』 を1757年 に刊行 したが、 この書は ドイ ツにも大 きな影響を
及 ぼ して、 カ ン トは崇高 を規 定す るため に1764年 に「美 と崇高 の感情 に
関す る考察」を著 した と言われてい る。
イギ リスで は、ピクチ ャ レス クな景観美 を求め る趣味が流行 して くると、
ピクチ ャ レス クの美の愛好家 たちは、 ピクチ ャ レス クの規則 に適 してい る
風景 を見る ことので きる地 点をステイ シ ョン と定め て、風景を直接 に見 る
のではな く、 クロー ド ・グラス(ク ロー ドの鏡)と 呼ばれ る凸面鏡 に風 景
を映 して、絵 として鑑賞 した りスケ ッチ したの であ った。 ピクチ ャ レス ク
の美 の信奉者 たちは、イ タ リアの カンパニ ア地方 の風景 とは異質の、イギ
リスの湖水地 方の ごつ ごつ した不規 則 な風 景 に絵 に適す る美 を発見 して、
伝統的な美の規範 を越 えたのであった。
ウィ リアム ・ギ ル ピン(WilliamGilpin ,1724-1804)は 、聖職者 であ り、
最初 に ピクチ ャ レス クの美 学的な意味規 定を試み た画家 として、 ピクチ ャ
レス クの趣味の開祖 とされ る。彼 の 『湖 水地方 旅行記』(1786年)は 、荒 々
z
しくわび しい湖水地方 を ピクチャ レス クな景観の地 として、広 く人 々に紹
介す る上で、大い に貢献 したのであ った。彼 はこの旅行記 で、 ピラ ミッ ド
型 を した、不規則 であ って も流麗で無理 のな い輪郭が、 山の美の最 も真正
な源泉 である とい う観点 に立 って、次 の よ うに山 の輪 郭美 を挿 絵(図1)
を用いて分 析 してい る。
したが って 、IE確 な幾何 学的 な輪 郭を してい た り、一風変 わ った グロテ ス クな
形 でそび えてい る山 は不快 である。 この理 由か ら、ス コ ッ トラ ン ド南 部の 国境 地
帯 のバー ンズワー ク山や、特に、イ ラムの庭 か ら望 んだ際 の、ダー ビシ ャー州 の ドー
ヴデール近 くの ソー プ ・クラウ ド山や 、 カンバラ ン ド州 の、位置 によ っては独特
の外観 を呈す るために、サ ドルバ ック山 と呼 ばれ る山は、すべ て不快 な輪 郭であ
る。 また、 この理 由か ら、幾多 の尖峰 を もつ アル プスは、美 とい うよ りもむ しろ
奇異 の対象 であ る。ずん ぐりとして重苦 しさを暗示 させ る形 とか一 切れ 目がな く、
丸 く盛 り上が って、重 量感 を解 放 させ ない形 も一嫌 悪感 を催す のであ る。 た しか
に、切れ 目がな く連 続 した輪郭 は、凹状 であれ、直線状 であれ 、凸状 であれ、真
に他の形 とよ く対応 していなけれ ば、多様性がな く、つね に興 ざめであろ う。 また、
輪郭 に切れ 目が あっても、規則正 しい切れ 目な らば、悪影響を及ぼす のである。1
ウ ィ リア ム ・クー ム(WilliamCombe,174H823)は 、調 刺詩 「シ ン
タ ッ クス博 士 の ピ クチ ャ レス クを 求 め る旅 行 」 を1809年 に 『ポ エ テ ィカ
ル ・マ ガ ジ ン』2に 匿 名 で 発 表 した。 この 調 刺詩 は 、1812年 に は トマ ス ・
ロ ウ ラ ン ドソ ン(ThomasRowlandson,1756-X827)の 「湖 を ス ケ ッチ
す る シ ン タ ッ クス博 士 」(図2)の よ うな挿 絵 の付 い た一 冊 の 詩 集 と して
出 版 され たの であ る。 この詩 集 は 、 非常 に好 評 で 版 を 重 ね て、 後 に 『シ ン
タ ッ クス博 士 の湖 水旅 行 』 とい う詩 集 名 で 出版 され た ほ どで あ った 。 シ ン
タ ッ クス博 士 とは 、ギ ル ピ ンを調 刺 した 架 空 の 人 物 で あ る。 この 調 刺 詩 は 、
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図2ロ ウラ ン ドソンlr湖 を スケ ッチす るシンタ ックス博 均
当時 のイギ リスでギル ピンが著名であ った こと、 また湖水地 方へ の旅行熱
が高 まっていた ことを物 語 ってい るの であ る。
ピクチ ャ レスクの追求は、ロマ ン主義の黎 明期には大い に称賛 され たが 、
やがて 自然か ら精神的な教化を得 よ うとは しないで、極端 に走 るよ うにな
る と、 しば しば嘲笑の対象 とな ったのであ った。
高峰 を連ね たアル プスは、 古来、地球 の醜 い吹 出物 と見な されて いた。
それ で も1770年 代 にな る と、 イギ リスの画壇に もアルプ スの山岳風景 を
描 く画家が登場 したが、1780年 代 には まだアル プスの 山岳 をモ チー フ と
す る絵 はほ とん ど反 響を呼ばなか った。ギル ピンは 『湖水地方旅行記』 で
述べ てい るように、アル プスを美の対象 と していなか ったのであ る。
人 々の アル プス に対す る見方 を一一変させ た画期的な出来事は、スイ スの
地質学者 ア ン リー ・ドウ ・ソシ ュール(HenrideSaussure)が 科 学的調査
の ために1786年 に行な ったモ ンブラ ン登 頂の成功であ った。 アル プス山
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脈 中の最 高峰であ るモ ンブラ ンの標高 は4808メ.__.ト ル(15781フ ィー ト)
あ り、イギ リスの最 高峰 であ るイギ リス湖水地方 のスカ フェル ・パ イ クの
964メ ー トル(3164フ ィー ト)よ りも5倍 近 く高 い。 このソシ ュー ルの
快挙 によ って人 々の アル プスに対 す る関心 は一挙 に高 まったの であ った。
地質学 の研究 は盛 んにな り、 いわゆ る近代 アル ピニズムの時代 が始 まった
が、 それで も19世 紀 の半 ば までは、 ほ とん どの人 々が旧約聖書 によって
地球 は6000年 前に誕生 した と信 じていたのであ った。
ロマ ン主義 の時代 には、 アル プスの 荒 々 しい 自然 は古典 的 な美や ピ ク
チ ャ レス クとは別の範疇の崇高に よって説明 され るよ うにな って、アル プ
スの見方 は変 わ ってい くのであ る。18世 紀 の初期 に アヂ ソ ンは荒 々 しい
自然 の光景の 「心地 よい恐怖」 を語 っていた。 また、23歳 の青年 トマス ・
グ レイ(ThomasGray,1716--71)が 、 イー トン校以 来の親友 リチ ャー ド ・
ウエ ス トに、1739年11月16日 にイ タリアの トリノか ら、グラン ド・シャ
ル トルー ズでアル プスを初め て見た時 に 自ずか ら湧 き起 こった強烈 な感慨
を率直 に書い て送 った有名な手紙 があ る。
とても抑えることはできない、 と感嘆の声をあげないまま十歩進んだ記憶があり
ません。 どの断崖 も、 どの急流も、 どの絶壁も宗教や詩を示唆 していました。議
論の力をかりないで畏怖の念を喚起させて、無神論者をさえ信 じさせる光景が存
在 しています。3
グ レイの この衝撃的な感動 は、バー クが 「崇高 と美の観念の起 源に関す









きない。 この故にこそ崇高の偉大な力が生 じるのである。 したがって、この力は
け してそれらの原因によって生み出されたわけではない。 この力は論理的な思考
を阻止 して、圧倒的な力で直ちに我々を運び去るのである。4
ワ..__..ズワ ス(WilliamWordsworth,1770-1850)は1789年 に 、20歳
の 時 に、 ス イ ス の ベ ル ナ ー ・オ ー バ ー ラ ン ド地 方 の3000メ ー トル か ら
4000メ ー トル 級 の 高 峰 に 囲 まれ た 山 岳 地 帯 を通 った 旅 程 で 、 ア ル プ ス の
崇 高 美 を 見 て精 神 が 威 圧 され た こ とを 湖 水 地 方 を 念 頭 にお い て次 の よ うに
妹 ドロ シー に手 紙 で伝 え てい る。
アルプスのいっそう畏怖の念を喚起させる景色の中では、人闇や どのような生 き
物も脳裏に浮かびませんで した。ただ私の全霊はひたす ら眼前の恐ろ しい偉観の
創造者に向けられていました。
グ レイや ワー ズ ワス は 、 ア ル プス の 崇 高 な 景 観 に よ っ て、 バ ー クの説 く
驚 愕 を実 際 に 体験 したの で あ っ た。 ま た、 グ レイ の 「どの 断 崖 も、 どの急
流 も、 どの 絶 壁 も宗 教 や 詩 を 示 唆 して い ま した」 とい う言 葉 は 、 ま さ に ロ
マ ン 主 義 の 到 来 を 告 げ る も の で あ っ た。 そ の 後 、19世 紀 半 ば に な る と、
1857年 にはイ ギ リス に登 山家 の組 織 アル パイ ン ・クラブ が創 設 され 、1859
年 には チ ャ...一..,ルズ ・ダー ウ ィ ンの 『種 の起 源』 が 出 版 され たが 、 ワー ズ ワ
スの 詩 や ター ナー(J.M.W.Turner,1775-1851)の 風 景 画 は 、 人 々 の ア
ル プ ス に対 す る見方 を 変 え る上 で 大 い に 役 だ っ たの で あ っ た。
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2.1802年
1802年 は、 その年 の3月 に調印 され たア ミア ンの平和 条約 に よって、
1793年 以来英仏戦 争に よ って不 可能であ ったフラ ンスへ の渡航 がで きる
よ うにな った年 であ り、またナポ レオ ンが8月2日 に終身第一執政 とな っ
た年 であ った。 ワ0ズ ワスは、次 のソネ ッ ト 「カ レー、1802年8月 」を
モー ニ ング ・ポス ト紙(1803年1月13日)に 載せ てい るが、ナポ レオ
ンが終身執政 とな ったフラ ンス新共和 国にイギ リス政 府が敬意 を表 した こ




貴族 、法律家 、政治 家、身分の低い地主 、
有名人、 また無 名の人、病 人、
身体障害者や盲人が 、一・つ のタイプの人間 のよ うに、
先を争い、 こぞ って新 しく誕生 した終身執政 に
ひざ まず こうと、初穂の貢 ぎ物を携 えて押 しか けて行 く。
つね の成 り行 きとはい え、あな た方、屈伏 した魂 の人 たちよ、
礼儀 にかな う敬意 は権 力に払われて もよいが、
それ はけ して急 いで種 を まかれて、
とお り雨で芽を 出 したよ うな、忠節 の徳 ではな い。
真理 も、良識 も、 自由も逃 げ去 った時 に、
一時間待 った こ とが どれ だけ辛か ったか
。
あなた方、隷属 しよ うとす る頭脳の虚弱な人たち よ、恥を知 るのだ。
S
ワー ズワスは、この ソネ ッ トを1807年 出版 の 『二巻 の詩集』 では、26
篇の 「第2部:自 由に捧げ られ たソネ ッ ト」の2番 目に位 置づ けた。 この
ソネ ッ トに記 され てい るよ うに、1802年 にはイキ リス人 たちは貴族や政
治家に限 らず、大挙 して ドー ヴ ァー 海峡 を渡 ったの であ り、セ リンコー ト
は この ソネ ッ トの注 に、9月 にはio,000人 の イギ リス人がパ リーを訪 れ
た と言われ てい た と記 している。
…方
、ルー ブル美 術館 にはオ ラ ンダや ドイ ツの 巨匠 の作 品 は もとよ り、
ナ ポ レオンが イ タリアを征服 して戦利品 と して持 ち帰 ったイ タリアの絵 が
展示 され ていた。パ リーは、イギ リス人の画家 に とっては魅 力の対 象 とな っ
ていたのである。
1802年 は、 ワー ズワスや ター ナーに とって も特別 の年であ った。 ワー
ズワスは、8月 にフラ ンスのカ レーに渡 り、フ ランス 人女性 アネ ッ ト・ヴ ァ
ロン と約 十年ぶ りに再 会 して離別 につ いて話 し合 い、10月 に メア リー ・
ハ ッチ ンソン と結婚 している。 また、 ターナーは この年の2月 に27歳 の
若 さでア カデ ミー の 正会員 に選 出 されてお り、7月15日 に初め ての外 国
旅行に後援者 たち とともにパ リーへ 出発 している。
3.ワ ー ズ ワ ス とアル プ ス
ワー ズワスは、 『序曲』 にフランス革命が勃 発 した時 に この革命が
私には、
自然 の定め られ た道 を少 しも踏み外 したもので はな く、
早いよ りはむ しろ遅 く訪れ た賜物の よ うに思われ た。
(9巻252--54行)
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と記 してい る。彼 は、翌 年、 ケ ンブ リッジ大 学3年 の夏季 休暇 に、学 友
ロバー ト ・ジ ョー ンズ と大 陸徒歩旅 行に出かけたが、アルプスを見た とき
の感激 をスイ スのベルナー ・オーバー ラ ン ド地方 か ら妹へ手紙 に書 いた こ
とを前 に述べ た。 アル プスは、少年時代 か ら湖水地方 の 自然 によって養 わ
れてい た20歳 のワー ズワスの想像 力を強烈 に捉 えたのであ った。
ワー ズ ワス の 『叙 景 的素描 』(DescriptiveSketches)は 、 彼 が1792年 に
フラ ンス滞在 中にロワー ル川 のほ とりで この大陸徒歩旅行 を回想 して秋 に
書 き上 げ た長編 詩 であ り、 翌年 の2月 に 『タベの 散策』 とともにロ ン ド
ンで出版 した最初の作品 であ った。彼 は、そ の頃、 自由 ・平等 ・友愛 を原
理 とす るフラ ンス革 命 によ って、人 間性(人 間の 自然)が 生 まれ変わ り、
至福千年期 のよ うな理想 的な世界 が実現 され ることを待 ち望んでいたので
あ った。彼 は44歳 の時に出版 したr迫 遥』第9巻 の冒頭 で、宇宙 には 「活
動の原理」 であ って、 この原理 によって人 間 も自然 も密接 に結ばれ ている
と説 いてい るが、 この 「活動の原理」の信念 に基づ く自由の主張は生涯変
わ らなか ったのであ る。
コ ウル リッ ジ(S .T.Coleridge,17721834)は 、 ワー ズ ワスの詩 人 と し
ての非凡な才能をす でにケ ンブ リッジの学生 の時 に 『叙景的素描』 に見 い
出 していた。 コウル リッジはr文 学 自伝』 の 中で、『叙景的 素描 』 の表現
上の欠点 を指摘 した後 で、この詩 を読ん だ時 に 「独創的 な天才詩人の 出現」
を衝撃的 に知 った ことを次 の一節 を引用 して述べ ている。7
嵐 にな り、湖 は、時々刻々、霧に隠されなが ら、
終 日wつ ぶや き声を いっそ う深めている。
上空 もすべての明 るい風景 も霧 に閉 ざされ ている。
全景は夜が訪れた ように暗い。













連峰 は広大 な増Aの 石炭 の火に変わ り、
白熱 して消 える西方 を避け よ うと小舟 を操 る。
(初版 、332-47行)
この 「嵐の 日没」 の一節には、嵐 で増 水 したスイスの ウー リ湖 を終 日暗
く閉ざ して きた霧 が、突然、雷光 がき らめいた よ うに、落 陽で火の洪 水 に
転 じたアル プスの崇高 な景観 が、絵 の ように描写 されてい る。 ワーズ ワス
は、 この荘厳 な 日没 の光景 について述べ た一節 に、初版 には 「影が少 しで
も入 り込 んだな ら、印象の統一性が破 られて しまい、壮観 さは必然的 に軽
減 され たであ ろ う」8と 結ぶ長 い注 を付 けてい たが、後の版 では省略 した
のであ った。 ここには、フラ ンス革命の成功を信 じて疑わなか った頃 の彼
の理想主義 が表 されてい るのであ る。
ウー リ湖 の岸辺 にあ るスイ スの独立 のために戦 った伝説 的な愛 国者 ウィ
リアム ・テル(1350年 頃没)の 礼拝堂 には、嵐 が起 きた ため にテルが護
送舟か ら湖岸へ逃れ る ことがで きた場面を描い た絵が納め られ てい た。r叙
景的素描』 には、上記 の一節 に続い て 「ウィリアム ・テル の礼拝堂」 に関
す る詩行 が次の よ うに書かれ ている。
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だが、見よ、テル の絵があ る礼拝堂 の前 で、
船頭 が、畏怖 の念 に うたれ て漕 ぐ手 をや めるのを、
こんぜん
マラ トンの戦いの物語が渾然 と現われ たため に、
栄光 ある涙 が 目に満 ちて燃 え立つ のを。
(初 版、348-51行)
ワー ズワスは、『叙 景的素描』 の草稿 を書 い た時 に は、愛 の対 象を 自然
か ら人間へ転 じていた。 その後 フラ ンス革命 は、彼 の期待 を裏切 る方 向に
展 開 していき、や がて彼 は合理主義者 ゴ ドウ ィンの極端 な合理主義思想 に
かぶれて、つ いには深刻 な精神的危機 に陥 ったのであ った。 それ で も、彼
は再び 自然 と霊 的に交流 して想像力 を回復す る ことによ って、魂 の 自由を
取 り戻 したのであ った。 ワー ズワスは、この体験 か ら政治的活動 ではな く、
詩 的想像 力によ って、詩 人 として理想的 な世界 を築 くことに使命感を見 い
出 していた。 この よ うに して1798年 にコウル リッジ との共 同の詩集r叙
情歌謡集』 が出版 され たのである。 しか し、そ の一篇 の叙情詩 「テ ィンタ
ン僧 院」 で省 みているよ うに、 この頃 はまだ 「人 間性 の静か な、 もの悲 し
い調べ」 を聞いていない 「無思慮な青年」 であ ったの である。
ル グイはr叙 景 的素描』の終結部 で 自由を祈願 してい る詩 行(初 版792-
809行)を 「革命 的賛歌」 と呼 ん で、 この詩 が敵 意 に満 ち た批評 を受 け
た要 因の一つ に挙 げてい る9。 アーネス ト ・ド ・セ リンコー トは、 この詩
行 の 「自由」 とい う言葉 が1836年(ワ ー ズ ワス は66歳 であ った)に 至
るまで修正 されなか った ことを重視 して次の ような注を付けてい る。
アポス トロフィ
この 〈自由〉 への頓 呼法が1836年 まで修 正 され なか った こと、 また 自由 は こ
の年 に 「正義」 に代 え られたが、 ワー ズ ワスが進歩 の信念 を保 持 して圧政 を激烈
に非難 し続 けたこ とは、彼の信念の研究 にお いて注 目に値 するのである。10
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ワー ズワスは青年時 代の 自由主義に対す る背信者 とみ なされ がちであ る
が、彼 が一貫 して 自由を信奉 してい た こ とが こ こで も知 られ るのであ る。
『叙 景 的素描』 は、 ワー ズワスの詩魂 が まだ確 立 され てい ない初 期 の作 品
であ り、 なるほ どコウル リッジが指摘 したよ うな 欠点 はあるが、 自由の信
念 の表 明な ど、 フランス革命 に共鳴 してもっ とも高揚 していた彼 の魂 が記
録 され てい る貴重な作品 であ る と言 えよ う。
4.タ ー ナー とア ル プ ス
フラ ンスの カ レー は、 イギ リスの ドー ヴ ァー か ら夜 間には燈 火を望む こ
とので きる距離 にあ り、英 仏戦争が休 戦 していた1802年 には と くにイギ
リス人の注 目を集 めてい た要衝 の港 であ った。 ターナー は、嵐の 日にずぶ
ぬれ にな ってカ レー に上陸 した決死的体験 を もとに油彩 画《カ レー の桟橋 、
海 に出 る準備をす るフラ ンスの魚売 りたち:イ ギ リス定期船 の到着》(1803
年)を 制作 した。 この絵 は、荒海 と闘 う船乗 り、上陸 してほ っと してい る
人たち、疲れ切 った人たち、魚売 りたちを克明に描いていて、 当時の渡航
が危険や苦難 に満 ちていた こ とを写実 的に伝 えてい る傑作であ るが、 ター
ナーが崇高 を描 いた最初 の作品 とされてい る。
タ.__.ナ.._.の1802年 の3ヵ 月間 の旅行 の本 来 の 目的 は、 ルー ブル 美術
館 で絵 を鑑賞 し研 究す るこ とであった。彼 はパ リー に着 くとただちにルー
ブルを訪 れた と思われ るが、 一行 はパ リー で旅行の準備 を整 える と慌 ただ
しくスイスへ 向け て出発 して いるのであ る。彼 らは、 まずサ ヴォイアルプ
スを探訪 す るコー スを選んで、 ジュネー ブか らアル ブ川 に沿 ってフラ ンス
国内を通 り、モ ンブラ ンの麓 の町へ 向か った。 ター ナー は、 シャモニ0か
らモ ンタンヴェール に登 り、 メール ・ド ・グラスの大 氷河のスケ ッチを し
てい る。1803年 制作 の水彩 画 《シャモ ニーの メー ル ・ド ・グラス氷 河 と
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アル ヴ ェイ ロン川 の源流》 は、 その時 のスケ ッチを もとに描 かれ た作品の
一つ である。彼 らは、 アルプスを越 えてイ タ リアに 入 り、 グル メイユール
を経 て、「アル プス のロー マ」 と呼 ばれ るアオ ス タを訪 れ た。 そ れか ら、
彼 らは グラ ンサ ンベルナール峠を通 って スイス に入 り、マル ティニを経 由
して ジュネーブへ戻 った。
次 にターナーた ちは、ベルナー ・オーバー ラン ド地方の峻厳 で幽玄 なア
ル プスの山岳風景を見てか ら、ル ツ ェル ン、チ ュー リヒ、 シャフハ ウゼン
を回 ってパ リー に帰 る旅 に出か けた。 ター ナー がパ リー に腰 を落 ち着 けた
のは、 出発 か ら約2ヵ 月半後 の9月 の末 であ った。彼 の油彩画 《ノアの洪
水 》(1805年 頃)は 、ル ーブ ル におけ るプ ッサ ンの 《ノア の洪水 》の研
究成果 であ った。 この絵 は、彼 のアルプスの視覚 的経験 とルーブルでの研
鐙 とが合 体 されている作 品 とみなす ことがで きるであ ろう。
J・ハ ミル トンは、ターナーが フランスに到着後 、パ リーに滞在 しなか っ
た理 由 として、夏にはパ リーが旅行 者で賑 わ うこと と、スイ スを8月 、9
月 とい う一番 よい季節に訪 れ たか った ことをあげてい る。 さ らに、ハ ミル
トンは、 ターナーが この大陸旅行で意図 してい た真の 目的地は フランスで
なか った ことを次の よ うに述べ てい る。
ター ナー の最大 の関心 事 は新 しい共和 国やパ リー を見 る ことではな く、ひ じょう
に よ く聞い ていた ドラマチ ックな アル プ スの風 景を体験 す る ことや、 イ タ リアに
少 し接す る ことであ った。11
ター ナーは、1802年 までに ウェール ズや ス コッ トラ ン ドのたい てい の
景観 の名所 を見ていたが、サ ルヴ ァ ト0ル ・ローザや カズ ンズ父子 な どの
風景画 に描 かれ ている、い っそ う荒 々 しく雄大 なアルプスの山岳 やイ タ リ
アの カンパニ ア地方 に強 い関心 を抱 いていたのであ った。
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ターナーは、 まだアル プスを見 ていなか った1800年 にロイヤ ル ・アカ
デ ミー展 に、彼 の最初 の歴史 的風 景画 《エ ジプ トの第五 の災厄》(正 しく
はエ ジプ トの第七 の災厄)を 出品 してい た。古代 の 自然哲学者 たちは、火、
し た い
気 、水、土を 自然界 を構成 す る基本要素で ある と考 えて四大 と した。 ター
ナー は この歴史 的風景画 では四大 を1日約 聖書 と結 びつ けてい たが、1802
年の旅行 ではいわば四大の本質を アル プス 山中で見たのであ った。
ター一ナー の最初 の アル プス旅行 は、彼 が1819年 に至 る17年 間 に描い
た風景画 に大 きな影響を及 ぼ したのであ る。彼が1805年 頃に描 いた 《ノ
アの洪 水》 と 《ソ ドムの壊滅》 は、《エ ジプ トの第五 の災厄》 と同 じよ う
ひ ょ う
に旧約聖書をモチー フ とした歴史的風景画 であ り、火 と水(雷 と電 はそれ
ぞれ火 と水を基本 要素 とす る 自然現 象で ある)、 また硫 黄(土)の 破 壊 力
を描いてい る。絵画の 中の人 々の驚異 と恐怖 の様子 には、 ター ナー 自身の
アル プスにおけ る驚愕の体験が反映 され ている と思 われる。
画家が アル プス に登 って絵を描 くためには、交通 が不便 で、旅 行に危険
が伴い、写真が発明 されてい ない時代 では、危険を顧 みない登 山家にな ら
な けれ ばな らなか った。 ターナー は、水彩 画家 と しての技 量を この旅行 で
は存分 に発揮 して、《オール ド ・デ ヴ ィルズ ・ブ リッジ、ザ ン ク ト ・ゴ ッ
トハル ト》(1802年)、 《メール ・ド・グラス、シャモニー》(1802年)、 《ラ
イヘ ンバ ッハ の大滝》(1804年)、 《ザ ン ク ト ・ゴ ッ トハ ル ト山》(1806-7
年 頃)な どの水彩画 を描い た。 グラハ ム ・レイ ノルズは、水彩画 《ザ ン ク
ト ・ゴ ッ トハル トの道》(1804年)に つ いて、
この絵は、崇高についてのバークの理論の原理を具現化 しており、雄大さの極み
と思われる自然の景色から、恐怖 と畏敬の要素を抽出 している。12
と述べ てい る。 アル プスの万 年雪や大 氷河(水)、 山や 渓谷(土)の 黙
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示録 的な風 景 が、 タ0ナ ー を グ レイや ワー ズ ワスの よ うに圧倒 した ので
あ った。 ターナー にとって、 アル プスは崇高 の典型 であったのであ る。13
ターナーが油彩画 《グリゾンの雪崩》(1810年)で 描 いたのは、 もはや
ピクチ ャ レスクな名所ではな く、 スイ スのグラウ ビュウデ ン州 に起 きた現
実の事件 であ った。 この絵 には、嵐が迫 っていた冬 の夕刻 に、 アル プス山
中で雪崩 によ り落下 した大 きな岩が 、山小屋 を まさに押 し潰 そ うとす る瞬
間が描写 され てい る。 タ0ナ ー は、この絵を アカデ ミー展に出品 した時に、
カタログに次 の 自作 の詩 を載せ た。
嵐 は迫 り、沈む太陽 は、
不吉 に輝 き、別離 の悲 哀を きらめかせ ている。
風 に吹 き寄せ られた雪 は、次第 に厚 く堆積 して、
や がて巨大 な重み とな り、岩の障壁 を破 裂させ る。
欝蒼 と茂 る松 の森 も、そそ り立つ氷河 も、
たちまち崩 れ落 ちる。 い く世にわたる 自然 の業は
すべ てを粉砕 して しま う。滅亡はあ とに続 き、
人間の労苦 も、希望も一 押 し潰 して しま う。14
落 下す る二つの 巨岩 と雪崩 には、地(土)や 雪(水)に 潜在 してい る絶
対的な破壊 力が生 々 しく顕在化 されてい る。詩句 は、アル プスの威容を誇
る岩壁 も樹 木 も氷河 も崩壊 して しま う雪崩が 自然の理に よ り起 きる 自然現
象であ るこ とを述 べてい る。人間は、 アルプ スに比べてあ ま りに も空間的
に小 さ く、時間的に も短命な存在であ るので、雪崩は人間 に とっては恐 る
べ き天災 とな るのであ る。 ターナーは、アル プスの風景 に 「人間 の労苦 も、
希望 も」消滅 して しまう死の存在を強 く意識 して、人間の黙 示録 的運命 を
読み とったのである。
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アル プスは歴史 的 にカル タゴの将 軍ハ ンニバル と関連付 け られ て きた。
ハ ンニ バルが どの峠を通 ったか につ いては諸 説があ る。ナ ポ レオ ン もイ タ
リアを征服 するために アル プスを越 えていた。ターナーは、1810年 に ヨー
クシャー で見た烈 しい雷 雨が油 彩画 の大作 《吹雪:ア ル プスを越 えるハ ン
ニバ ル とそ の軍勢 》(1812年)を 創作 す る動機 であ った こ とを語 ってい
るが 、 この絵 の構 想はす でに1802年 にあ った といわれ てい る。絵 の右手
の前景 には、ハ ンニバ ルの兵士がサ ングチ ウムの戦場 で勝 利に酔い痴 れて
さつ り く
い る様 子が描かれ てい る。 前景のサ ラシアンの部隊 の殺獄 と略奪 の描写 は
戦争の恐怖 と悲劇 を表象 してい るのであ る。 アル プス山中の巨大 な口内の
形を した吹雪の渦 は、 異様 なほ ど小 さ く描 き込 まれ たハ ンニバルが乗 った
象やハ ンニバルの大軍 を まさに飲 み込 も うとしてい るが、 この吹雪 の空 間
的広が りは アル プスの雄大 さその ものであ った。
ターナー は、彼 の未完 の叙事詩 『希望の虚 偽』(TheFallaciesofHope)か
ら次の詩 句を カタログに引用 して この絵 を出品 してい る。
狡猜 と、反逆 と、欺隔一一サ ラシア ンの部隊は、
軍隊 の手 薄な後部につ きま とった。 その掠奪 者たちは
勝利者 と捕虜 に襲いかか り一 サ グンチウムの戦利品 も
彼 らの餌 食にな った。 それ でも将軍は前進 して一一
低 い、大 きい、弱々 しい太陽へ希望の 目を 向けていた。
その時、晩秋の荒 々 しい射手 は
嵐 でイタ リアの白銀の障壁 を汚 そ うとして いた。
広範 囲に及 ぶ破 壊が、死者 の血潮 で濃 く染 まった峠を、
岩石 の塊 を、虚 しく圧 し潰 していった。
それ でも、彼は カンパニ アの肥沃 な平野 を思 っていた一一
微風 はカプアの喜びに注意せ よ、 と声高 くざわ めいて いたのだが。15
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詩句 は、ハ ンニバルが 自分 に迫 ってい る破 滅を警 告す る自然 の声に耳 を
貸 さない まま前進を続 けた ことを述べてい る。 この絵のモチー フは希望 の
虚偽 であ る とさえ言 えるであろ う。 アル プスを擬 人化 して、 この よ うな警
告を想定 した ところに、 ター ナー のロマ ン主義的 な見方が表れてい るの で
ある。 この絵 ではイギ リス征服 の野心 によって駆 り立 て られ たナポ レオン
がローマ征服 を 目論 んだハ ンニバ ルに重ね合 わされてい る。
5.ス イ ス と 自由
ス イ ス は 自 由の 歴 史 を もつ 国 であ る。 ナ ポ レオ ン は1798年 に 民 主 主 義
の 国 ス イ ス を 攻 撃 し て、1802年 に は 征 服 した の で あ っ た。 ワ ー ズ ワ ス
は 、 ナ ポ レオ ンが ス イ ス か ら 自由を 奪 った こ とに 悲 憤 して 、1806年 末 か
ら1807年 に か け て の冬 に、 「ス イ スの 隷 属 に つ い て の 一 人 の イ ギ リス 人
の思 い 」 を書 い て 、『二 巻 の詩 集 』(1807年)の 「自由 に捧 げ られ た ソネ ッ
ト」 の12番 目に載 せ た 。 彼 は、 この作 品 を 自分 の 最 良 の ソ ネ ッ トで あ る
こ とを1808年 に 語 って い る。
フ ラ ンス の 共 和 政 府 は 、1794年 に奴 隷 制 度 廃 止 を 宣 言 して い た。 しか
し、 ナ ポ レオ ンは1801年1月 にサ ン ・ ドミ ン ゴ(ハ イ テ ィ)の 父親 が
黒 人 奴 隷 で あ った トウー サ ン ル ー ヴ ェル テ ユー ル(1743?-1803)を 大
統 領 に 任 命 す る と、12月 に はサ ン ・ドミ ン ゴの 奴 隷 制 度 を 復 活 させ る勅
令 を 出 した の であ った 。 トゥー サ ン ル ー ヴ ェル テ ユー ル は 、 自国 の 独 立
の た め に 奴 隷 の 反 乱 を 指 揮 した が 捕 ら え られ て 、 フ ラ ン ス ・ア ル プ ス の
ジ ュー ル 城 に 囚 人 と して 送 られ た 。 彼 は 、 この 城 の獄 中 で1803年4月
に 惨 死 し て い る。 ワー ズ ワ ス は、 獄 中 に あ った トゥー サ ン ル ー ヴ ェ ル
テ ユー ル を 思 い、 ソ ネ ッ ト 「トゥー サ ン ル ー ヴ ェル テ ユー ル に寄 せ て 」
を1802年 の お そ ら く8月 に書 い て 、1803年 の2月 に モー ニ ン グ ・ボ ス
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ト紙 に載せ た。 彼は、この ソネ ッ トを 『二巻 の詩集』(1807年)で は 「自
由に捧 げ られた ソネ ッ ト」の8番 目の作品 とした。 ブラ ウンは、ターナー
が1802年 に この城 の傍 らを通 った時 に、 トウーサ ン ル ー ヴェルテ ユー
ル がその囚人 とな っていた こ とを知 ってい たと考 えてい る。16
ターナー はスイスの独立 に深い関心 を持 ってい た。 ター ナー は1802年
に、かつ てサ ヴ ォイ公の命令に よってスイスの愛 国者ボニ ヴ ァー ドが捕 ら
え られ てい たジュネー ブ湖畔 の シロ ン城 を どんな想 いを抱 いてスケ ッチ し
たの であ ろ うか。彼 は、依頼 を受けて1809年 頃 に水彩 画 《シロ ン城 》を
描い てい る。 ター ナー が1809年 のア カデ ミー展 に出品 した水彩 画 《スイ
ス、ルツ ェル ン湖の ブ リュエ レン船着場か ら、ボーエ ンとテル の礼拝堂 の
方向を望む》は、ウィ リアム ・テルをモチ0フ としている作品 である。 ター
ナー は、1836年 、1841年 、1842年 、1843年 、1844年 の夏 に、 ス イ
スヘ スケ ッチ旅行 に出かけ た。《ルツ ェル ン湖 、青い リギ山、日の出》(1842
年)と 《ル ツェル ン湖、赤 い リギ山、 日没》(1842年)、 また 《ルツ ェル
ン湖:ブ ル ンネ ンの上 か ら見 た ウー リの 入 り江 》(1842年)と 《ル ツ ェ
ル ン湖、ブル ンネ ン》(1842年)は 、それぞれ二対の水彩画 であ るが、ター
ナーが この よ うにテルにゆか りのあるルツ ェル ン湖周辺 の風景を好んで描
い たこ とは興味深 い。
《フ ォー ト・ロックか らモ ンブランを望む》(1814年 頃)と 《フォー ト・
ロ ックの戦 闘》(1815年 頃)は 、〈平和 と戦争〉 を表象 す る一 対の風 景画
である。 前者では着飾 った乙女 たちが渓谷を見下 ろ してい る、の どかな晴
れ た 日の光景が、後者 では フランス軍のイ タ リアへの南下 を阻止 して、 自
由 と独立 を守 るため にイ タ リア軍が戦 ってい る、嵐の 日の光景が描か れて
いる。後者 の風景 画は、アル プスの四大 の もつ恐 ろ しい力 と人間の死 闘 と
が一体化 された恐怖 を描写 したもの と言 えよ う。 負傷 して いるか戦死 して
い る兵士 の傍 らにひざ まずいてい る乙女 の姿 には愛 が表 され てい るの であ
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る。
バ ー ク は、 恐 怖 を 崇 高 の 源 泉 と して、 恐 怖 を次 の よ うに説 い て い る。
したが って視覚 に恐怖 を与 え るもの も、 その恐 怖の原 因が範囲の偉大性 に帰 され
よ うと帰 され まい と、すべて崇 高である。17
バー クの 〈美 と崇高〉の二元論は、それ ぞれ の対象物は異 なる もの として
恐怖 と愛を峻別 して いたが、 ター ナー は これ らの一対 の風 景画 において、
同一場所 において美 と崇高、また愛 と恐怖が可能であ る ことを示 してい る。
ター ナー は、ワー ズワス と同 じよ うに、想像 力に よってバー クの崇 高を 自
己の もの と してさ らに深 化 させ たのであ る。
6.結 語
ワー ズワスは、青年時代 にフランス革 命の理念 がつ いに失敗 に帰 した こ
とを身を も って体験 してい たが、 「テ ィンタン僧院 」に おいて、 自然の 中
で霊 の訪れ を受 けて 「自然 の崇拝者」 である ことを 自認 して、 自然の観念
を宇宙 の霊 に まで発展 させ て、イギ リス文学におけ るルネ ッサ ンス以 来の
自然 の神格 化を頂点 にまで推 し進 めたの であ った。 ワーズ ワスの 自然の観
念は、基 本的にル ソーの 「自然に帰れ」の精神や、人間 には生れなが らに
して 自由 であ るとい う思 想 に基づい てい るが、形而上学的 で も、宗教的で
も、科学 的で も、物質 的で もな く、野外 におけ る彼 の少年時代 の喜 びや 、
恐怖の体験や、アニ ミスチ ックな体験 の ような、イギ リスの湖水地方 の人 々
に共通 してい る体験 に裏打 ちされ ている ものであ った。 このよ うな自然の
観念 に結 びつ き、 あるい は包括 され て、ワー ズワスの 自由の観念 は、 山野
こ だ ま
の木霊の よ うに生涯残 され たのであ った。
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フラ ンス革 命の成功 を信 じてい た1792年 に書かれ たr叙 景 的素描』 に
お いて も、 また1809年 に作 られ たイ タ リアの独立を主題 とす るソネ ッ ト
群 におい て も、 自由の精神 とアルプスの 自然 とは結びつけ られ ている。両
者の結合は、本質的 には、彼が イギ リスの湖水地方 の風土 に見い 出 してい
に し
た もの であ った。雄 大な アル プ スの崇 高 と、 「虹」 の美 とは異な るが、 と
もに彼 は 自然 の中に創造者 の存在を直感 したの である。
ワー ズ ワスの 自然 に対す る見方は、1802年 の3月 に作 られ たいわ ゆ る
「虹 」の詩 に端 的 に表現 されてい る。
虹
大空 の虹 を見る と
私の心 は躍 る。
幼 児の時にはそ うで あった。
大 人の今 もそ うである。
老人の時に もそ うであってほ しい もの。
そ うでないな ら死 を願 いたい。
子供 は大人の父。
けいけん
自然 な敬虐の念 によ り
一 日 一日が結ばれ ます ことを
。
成人が虹を見て 自発的に幼 児の よ うに無心 に心 を躍 らせ て歓喜 す る こと
は、け して幼稚 な ことではな く、人間生来の魂 の 自由、 ひいては人間性へ
の感謝 を ワーズワスに とっては意味 したのであ る。彼が想像 力によ ってな
した湖水地方 とアルプス との結 合は、 ピクチ ャ レス クの趣味 か ら崇高 に至
る時間 と空 間の結合 で もあ った。彼 の想像 力においては、恐怖は愛 に最終
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的に帰 され るの であ る。湖水地方 のグラス ミアは、 ワー ズワスの想 像力に
とって理想郷 となってい たのである。
1815年 にナポ レオ ンがワーテル ローの戦い で惨 敗 して、英仏戦争 が終
結 して平和 が よみ がえ る と、1802年 以 降不可能 であ った大陸へ の渡航 が
再 開 され た。 ターナー は、1817年 に二度 目の大 陸旅行 を行 な ってい る。
彼は、ベルギー のワー テル ロー の戦場 や、 ドイツや、オ ランダな どを旅行
してい るが、スイ スへ は行か なかった。彼 は1819年 に、44歳 であったが 、
征服 され て最盛時 の面影 を失 っていた ヴェネ ツィアを初 めて訪れ た。産業
革命以 後、飛躍 的 に発展 した首都 ロ ン ドンの陰欝 な現 実を見 ていた彼 は、
ヴェネツ ィアの光 と大気 に大いに魅rさ れたのであ る。彼は、 このイ タ リ
ア旅行 の帰路、1820年 の2月 にアルプスへ向か ったが、モ ンスニ の峠で
雪の ために進路 を阻 まれ たのであ り、 また9年 後 にも同 じような経 験を し
たの であ った。
ターナー の晩年 に著 しいフ ォルム よ りも色 彩を重視 した画風は、 ヴェネ
ツ ィアの風光 の影響 を受 けた ものであ った。 彼は、現実 のヴェネツィアに、
近代的 なロ ン ドンとは対照的 な、共和 国時代 の海洋都市 ヴェネ ツィアを幻
視 して、油彩画 《ジ ュ リエ ッ トとその乳母》(1836年)を 制作 してい る。
この絵 は痛烈 な批判 を受 けたが、17歳 の ラスキ ンは雄 弁 に反論 したので
あった。 ターナーや ラスキ ンの見方 は まさに ロマ ン主義的であ ったのであ
る。
ター ナー は、ハ イ デルベ ル クに再建 され た理想 都市 の景観 を想 像力 に
よって幻視 して、 この世の もの と思 われない ほ ど美 しいハ イデルベ ル クの
都市景観を1840年 頃に好んで描い た。四大 の観点 か ら見 る と、現実 の都
市(土 や水)は 、金色の光(火)に よ って浄化 されて永遠性が賦与 され て
い るのであ る。 と くに教会 の尖塔や城 な どの建築 群 は、 「黙 示録」 に書か
れ ている天上か ら降 りた新 しいエルサ レムの よ うな明確 さはないが、赤み
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がか った黄金色 で0段 とあざや かに彩 られ て、蟹気楼 のよ うに朦朧 と して
山腹 に浮かん でいて壮麗 である。 この よ うな光 と霜 に包 まれて平和 で美 し
い夢幻的な都市 の景観 には、 タ.......ナーが抱 いた理想都市 の幻影 が発現 され
てい る と考 えたい。 ター ナー が晩年 に描 い た黄金色 の光 と大気 におぼろげ
に包 まれ た都市 の壮大 な景観 には、アル プスの崇高 とヴ ェネツ ィアの光 と
の反映が見 られ るのである。
本論 は、 ワー ズワス とター ナーがアル プスに読み とった崇高 がいか にロ
マ ン主義的 であ ったか、そ して 自由に関連 してい たかにつ いて考察 したも
のであ る。
注
タ ー ナ ー の 日 本 語 に よ る 作 品 名 は 、 主 と し て ジ ョ ン ・ウ ォ ー カ ー 著 、 千 足 伸 行 訳 『タ ー一
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